












ていた植物を思い浮かべ，ようやくマツバウンラ

ンとし、う答えにたどり着いたのだ、った.針金のよう

に細い茎を四方に伸ばし，長さ 3 4mmの米

粒のような葉が三輪生ないし四輪生している 湘

南ブ、ロックの観察会で、紹介したところ，ベテラン

の方からも即答が出なかったので，あまり知られ

ていないと考え，紹介してみることにした次第で

ある.なお，この種の生活型について， w神奈

川県植物誌 200U には記載がないが， w日本の

(清水建美編， 2003) には越年草と

ある.

諏訪哲夫先生ご逝去
(長岡陶)

厚木植物会会長，諏訪哲夫氏が 2009年 l月

29日に亡くなられた 享年 77歳. 1931年厚木市

生まれ，横浜国立大学生物学専攻卒.県立高校

生物科教諭，県立瀬谷西高校長を歴任.その後，

厚木市郷土資料館嘱託として同館植物標本庫と

データベースを整備し，同館に植物標本約 6，000

点の植物標本を寄贈した

1960年頃，厚木高校時代，近隣の高校生物部

にも呼びかけ，北相自然保護の会を作り，県央 ・

丹沢地域での自然保護活動を指導. 1965年，神

奈川県自然保護協会の設立発起人の l人で初代

常任理事.

1979年頃より『神奈川県植物誌』のための県央

地区の植物調査を開始. 1988年版， 2001年版の

刊行後，調査継続のため厚木植物会を設立.調

査だけでなく観察会や講演会など市民のための啓

発，貴重な動植物の保全など幅広く活動した.

編著，共著に「座間市の植物J(1983)， r厚木

市荻野の植物 1. II J (1995・96)，r厚木市相模

川の動植物J(1998)， r神奈川県植物誌 1988・

2001J (1988・2001)，r綾瀬市史別編自然J(2001) 

など多数ー「厚木の花めぐり ・神奈川県央植物誌」

(2006)は，地元タウンニュース紙に連載したもの

を再録，植物目録も掲載し，後年の地域植物環

境を強く意識している.初の自費出版でみんな

に贈呈したし、」と言われた 「では出版記念パー

ティーを」 と提案したが，はにかんで「それは困る

出版報告会ならj と言われ，植物仲間 50数名が

呼びかけに応じて参集した.この席で満面の笑顔

でお祝いの言葉を受けていたのが忘れられない.
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学構内 2008年 12月 l白浜口哲一撮影)

2008年 3月，あつぎ

地域 SNSが供用され

ると，いち早く厚木植

物会コミュニティを作り，

会員には一般市民向

けに身近な動植物情

報を発信するよう指導

した. 2008年 12月に

は，実践的な活動を行っている団体として，神奈

川県より平成 20年度かながわ地球環境賞が授与

されたこれで厚木植物会はみんなに認知された」

とたいへんな喜びようだった

6月中旬頃から体調の異変を自覚，身辺整理を

進めたようだ目『厚木の花めぐり ・続編』をまとめる

ことに集中し，生きがし、を感じてしもとの FAXを受

け取った.1月 27日，宅配便で届いた本にお礼

の電話を入れると，rもう点滴のみで会話もできな

し、J.奥さまは話された 2日後に言ト報が入った

『厚木の花めぐり ・続編』はレイアウトも十分でなく，

誤変換の校正漏れも多い.病床で自由が手IJかな

い体，そして命の時間切れと戦いながら気力のみ

で制作したようだその壮絶な有様をひしひしと感

じる.

氏は俳句やダンベル体操，ソパ打ち，マクロ写

真など，多方面に興味を示し行動していたが，常々 ，

次の『神奈川県植物誌』のことを気に掛け話をし

ていた会員には観察会や展示会よりも，植物標

本を作り，調査 ・研究するよう勧めており，あくま

で学術研究の軸足はぶれなカミった.

厚木植物会はこれからも氏の思いを引き継ぎ，

運営して行くつもりでし喝ーここに慎んでご冥福を

お祈り申しあげる.合掌



松下幸之助花の万博記念奨励賞受賞
(事務局)

この度，神奈川県植物誌調査会は，長年にわ

たる継続的な市民による植物相調査と『神奈川

県植物誌 19881 ~神奈川県植物誌 2001 ~ の

編集，刊行に対し，第 17回松下幸之助花の万

博記念賞記念奨励賞を受賞しました. 2009年 2

月 14日，会の代表である城川四郎代表と事務

局の勝山輝男 ・田中徳久が，大阪市のリーガロ

松下正幸理事長より賞を贈呈される城川代表ほか

事務局より
花ごよみの

会員の皆さんには，前号のFLORAKANAGAWA 

と一緒にお送りしましたが， ~神奈川県の花ごよみ』

が刊行されました データの取りまとめや編集にご

尽力された皆様，お疲れ様でした.この報告書は

l部 500円(送料などは別) で頒布したいと思

います ご希望の方は総会などの折にお申し出

ください

岩戸山の植物相

生命の星・地球博物館友の会の植物グループ(構

成員の多くは調査会会員の方々です)では，博物

館のクマルーフ。研究として，湯河原町に隣接する熱

海市の岩戸山地域の植物相を調査して来ました

この度，その報告が，湘南ブ、ロックが以前に調査し

た際の標本データもお借りし，博物館の研究報告

にまとまりましたー今号の記事に関連し，表紙でア

シタカマツムシソウとオオキンミズヒキの写真を紹介

しましたが，この調査時に撮影したものです

総会のご案内

2009年度の総会は，2009年 4月 25日(土)

13時より，神奈川県立生命の星 ・地球博物館

において開催されます.花の万博記念、奨励賞の
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イヤルホテルで、開催された贈呈式 ・祝賀会に出

席して来ました これを機に再度，会の結束を

高め，次の植物誌へ向けての活動の励みにした

いと思います.今後とも，ご協力のほどよろしく

お願いいたします.

なお，今回の第 17回松下幸之助花の万博記

念賞では，東京農業大学の松尾英輔教授が記

念賞を，国立科学博物館の門田裕一研究主幹

が調査会と同じ奨励賞を受賞しました.

記念講演会で初演する城川代表

贈呈式の様子などの紹介のほか，講演会も予定

しています.ぜひご参集ください.

編集後記

l月 29日，諏訪哲夫氏がご逝去されました 厚

木の長岡何氏に追悼文をお寄せいただきました

が，事務局にも『厚木の花めぐり ・続編』が届い

た直後のことでたいへん驚きました.これまでの会

へのご協力 ・ご指導に感謝し，深く哀悼の意を表し

たいと思います.また，今号では，この悲しいお知

らせとともに，花の万博記念奨励賞受賞の報告も

せねばならず，編集上苦ししものになりましたこと，

お許しください 次号は総会後に発行したし吃思い

ます 次の『神奈川県植物誌』に向けてのご意見・

ご要望，アイデアも含め，皆さんの原稿をお待ちし

ております田中f窓久)

神奈川県植物誌調査会
〒250-0031小田原市入生田499

神奈川県立生命の星 ・地球博物館内
TEL 0465-21-1515・FAX0465-23-8846 

e-maij kana-syoku@nh.kanagawa-museum.jp 

郵便振替 00230-5-10195 
加入者名 神奈川県植物誌調査会
年会費 2，000円




